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また､今後の海外子会社は研究開発においてどの
ようなスタンスを取るべきなのかを､データを当
用しながら検証していくものになっている｡
国際経験にも深く言及しており､海外子会社が
現地でいろいろな試練に直面していく中で､それ
を乗り越えたとき子会社内のレベルアップにつな
がることについて述べている｡これは､長年海外
というサバイバル名要素の強い舞台で事業を行う
ことの重要性に触れたものとなっている｡それと
同時に､撤退に迫られて時の子会社の行動につい
ても言及しており､さまざまな選択があるなかで
いかに子会社自身がどのような行動に取るべきな
のかを､著者なりの視点から検討していく点もあ
り､必ずしも海外子会社は現地で成功を収めるた
めに尽力をするべきであるといった､一辺倒な思
考を押し付けるものにはしていない｡常に､柔軟
性を海外子会社側が持つべきであると提唱し､本
国親会社の従属的な意思決定の一方通行を､でき
るだけせずに海外子会社自身がその場その場の状
況に応じて､柔軟に対応をしていくことが重要で
ある､そのようなものを強く提唱するものに本論
はしてある｡
本論では現地でのプレゼンスを高めていくうえ
で､海外子会社自身の能力の高さは絶対に必要で
あると述べている｡それは能力の高いことにより､
その現地での注目を浴びるようになるからである｡
それにより自社製品の高い市場の獲得につながり､
企業が現地でプレゼンスを高めていくことの重要
性を改めて認識できる｡本論では､その現地での
たかい雄売れ全案の獲得に向けた戦略も述べてい
る｡特に先進国向けだけではなく､インフラス ト
ラクチャーの未完な点が多い､後進国や途上国に
おいての戦略にも言及している｡これにより､海
外子会社の可能性をより幅広く見ていくことがで
きるようになっている｡実際に事業の海外展開は
先進国一辺倒ではない｡特にこれからの時代は現
在､後進国の位置づけになっている地域はとても
大事である｡BRICsやネクス トイレブンなど､人
口の多い地域での成功が多くの市場を獲得するこ
とにつながる｡そのような､現状だけでなくこれ
からの潮流にも合わせた､海外子会社の展開も見
ていくことで､より未来の海外子会社の在り方に
もイメージを注入しやすい作品になっているC
海外子会社の在り方という点から､必ずしも良
い点だけを捉えるのではなく､負の面も捉えるこ
とで､国際経営という環境下の怖さを本論では捉
えている｡それにより､海外子会社の正の面を創
出する手法についても､妥当性の高いものを述べ
ている｡つまりは､改善点を明らかにすることで､
よりリアリティーを本論の中で追求していくこと
にした｡海外子会社の持ちうる能力と､そこから
読み取れる将来性の高さを日系多国籍企業の国際
的なプレゼンスのアップに向けて､どれだけの可
能性があるかを見ていく｡つまり､それが結論で
触れる､海外子会社の影響力のところでふんだん
に述べている｡
本論の構成としては､海外子会社を初めの段階
で読み手にどのようなものなのかを､できるだけ
わかりやすく伝えていき､その後に日系多国籍企
業における海外子会社の可能性を見ていく｡戦略
的なところから分析することが多く､日系企業の
国際的な関連性をより強固なものにしていくため
の手段として､投資､研究開発､提携などさまざ
まな点から見ている｡そのなかで､グローバルビ
ジネスが当たり前になった昨今の潮流に上手く適
合 していくための手法を述べるだけでなく､実際
の1つ1つの考えにおいて妥当性があるのかまで
検証している｡日系企業の国際的な展開における､
さまざまな視点で見ていくことにより､今後の可
能性について深く､そして強く訴えているものに
なっている｡
